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函館冬景色のはしり 

2024.12.2~9 
島 田 祥 生 

到着前日の雪が解けて、ポカポカ陽気 
と言っても、気温は７℃ 
美味しい空気が迎えてくれました 
 
ナナカマドの実も熟しきって 
いよいよ本格的な冬の訪れの予感 
滞在予定は１週間です 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

母に会ったその足で後輩のコーヒー店へ 
棚に並んだ 
夫婦で選んだという世界中の名品を眺めながら・・・は 
格段にいい味 
いや、亭主の腕がいいのです 
 
お客の様子を見て器を選ぶ 
と言っていたような 
お客の好みには合わせないそうです・・・？ 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

バス停の前の 
「イボタ」の垣根（和名：イボタノキ） 
小さな黒い実がたくさん 
 
青い実は 
細い竹筒で作ったピストルの弾になった 
1 銭店屋でそのピストルが売っていた 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新川町の自由市場で新巻きサケを注文 
帰りがけに函館山を眺めた 

函館駅から左折してきた市電 8101 低床式への改造車 
これに乗って柏木町の自宅へ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハマナスの熟しきった実 
函館に真冬がひたひたと・・・ 
までの一コマです 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

道立函館美術館に出かけてみた 
蠣崎波郷と松前藩 

 
蠣崎波郷は 

当時のアイヌを描いた卓越した資料 
「アイヌ絵」で 

数年前朝日新聞に取り上げられたことがある 
 

蝦夷地唯一の藩であった松前藩 
その使命は何だったのか・・・ 

 
今回は一部を除き撮影可でした 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今回の展示は初期のもの 
でも半端ではなかった 
蝦夷地での画業 
これが江戸でだったら…  
右のアイヌ絵はインターネットから 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊能忠敬以前の 
実地測量によるものとのこと 

 
今のホッカイドウとは違います 

海岸線だけではなく陸地の奥まで 
それを勘案すると、なんと精緻な 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

蝦夷地でも刀を作った！！！ 
それだけでも驚愕もの 
だって 
原料は？ 
作り手は？ 
道具類は？ 
無いない尽くし！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この薙刀 
ものすごい迫力でした 
 
松前藩に赴いた刀鍛冶の 
気迫を感じました 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いわゆる「名刀」と比べるのは如何なものか 
無骨（失礼）な中にある種の美しさが 

「蝦夷地」を割り引いても 
見ごたえがありました 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前回の 9月に 65 年ぶりに会えた 
高校 3年時の同級生のお店 
８０歳を機に始めた週２日、１０食のお昼料理 
 
今回のメインディッシュは「クロムツ」の煮つけ 
ものすごく美味しかった 
話が弾み３時間！！！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この日も暖か 
冬景色を探して函館駅へ 
でも、まだ「晩秋」ですねえ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

突然来ました 
横殴りの雪 
実家近くの柏木町の電停の時計が・・・ 
 
気温は、マイナス 1℃ 
これから電車に乗って 
友達に会いに行きます 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

函館山も 
ようやく冬の装い 
 
ここからの函館山を 
いつまでも見たいなあ 
 
この川の上流は 
我が昆虫採集の格好の場所だった 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雪とニシキギの実 
これも垣根 
 
雪が積もり 
葉っぱの錦が 
実と雪の白と赤に 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

どこから見つけてきたのか 
カラスが 
くるみの実を上空からから落として割っている 
 
かつて秋田（だったか）の映像が流れた 
今や、函館のカラスに伝わっている 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

もう一度落として・・・ 
手元（口元）がくるって対向車線へ 
車が轢いてしまった 
 
「割れた！」 
つがいで食べている 
車に轢かせて割る 
全国に広がりそう 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

何ということのない 
近所の普通の景色 
 
そう 
電車と 
ナナカマドの大きな木の実を 
撮りたかっただけなのです 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この日は最終日 
面会の後 

雪道を函館駅へ 
 

晩秋に咲いたバラが 
雪の白さと相まって・・・ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

駅の途中に 
土方歳三終焉の地の碑があった 
 
 
土方は、弁天砲台支援に向かう途中 
ここで鉄砲の狙撃に会い落命 
 
 
中央分離帯の当たりだったと 
記録にはある 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あっという間の 1週間だった 
魚に堪能 
勿論自分で料理しました 
 
作りすぎて 
この機の荷物室の我がラゲッジの中に 
冷凍されて入っています 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

羽田に着陸寸前 
 
夕日に映える東京湾 
向こうに並行着陸の飛行機が見える 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

羽田空港に無事着陸 
管制塔が大きいですねえ 
流石です 
 
次回は 
来年 1月の終わりころかな 
まさに「真冬」だあ 


